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「人」が輝き、
「まち」が輝く
「輝く創造都市、高松」

12
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
の
17
日
間
の
日
程
で
、令
和
５
年 

第
６
回 

定
例
会（
12
月
議
会
）

を
開
催
し
、
令
和
５
年
度 

一般
会
計
補
正
予
算
な
ど
50
議
案
を
可
決
し
、
議
員
提
出
議
案

１
件
を
可
決
、３
件
を
否
決
し
た
ほ
か
、陳
情
２
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
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産
後
ド
ゥ
ー
ラ
に
つ
い
て

　

 

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
普
及
啓
発
を
行
う
考
え

　

 

一
部
の
自
治
体
で
は
、
認
定
を
受
け
た「
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
」を
、
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
活
用
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
認
定
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」が
、
保
健
師
や
助
産
師

な
ど
の
専
門
職
の
業
務
の一
部
を
担
う
こ
と
に
よ

り
、
専
門
職
の
負
担
が
減
り
、
産
後
ケ
ア
事
業
に

お
け
る
施
設
側
の
受
入
体
制
の
拡
充
に
つ
な
が
る

な
ど
、
更
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実
が
期
待
で
き

る
も
の
の
、四
国
内
で
の
認
定
者
数
は
、
現
在
２
名

の
み
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」の
認
知
度
を
向
上

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
保
険
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
、

「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」の
資
格
や
役
割
に
つ
い
て
、
普
及

啓
発
を
行
って
ま
い
り
た
い
。

  

中
小
企
業
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

 

人
材
確
保
に
向
け
、
雇
用
環
境
の
向
上
に
つ
な

が
る
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
う
考
え

　

 

優
れ
た
人
材
の
確
保
に
は
、
企
業
に
お
け
る
労

働
環
境
の
改
善
や
、
福
利
厚
生
の
充
実
が
大
き
な

役
割
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
た
か
ま
つ
労
政
だ
よ
り
や
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
、
企
業
に
対
し
、

本
市
が
実
施
す
る
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
共
済

事
業「
ウ
ェ
ル
は
る
高
松
」を
始
め
、
従
業
員
の
福

利
厚
生
に
資
す
る
国
の
制
度
や
法
改
正
な
ど
に
つ

い
て
、
広
報
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
本
市
に
所
在
す
る
企
業
が

働
き
や
す
い
職
場
と
し
て
、
学
生
や
転
職
希
望
者

か
ら
選
ば
れ
る
よ
う
、
各
種
広
報
媒
体
を
活
用
し
、

労
働
環
境
改
善
の
た
め
に
有
効
な
情
報
な
ど
に
つ

い
て
幅
広
く
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
資
す
る
Ｉ
Ｔ
人
材

の
育
成
も
含
め
、
中
小
企
業
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

支
援
す
る
考
え

　

 

人
手
不
足
への
対
応
や
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
、

中
小
企
業
等
に
お
け
る
課
題
の
解
決
に
は
、デ
ジ

タ
ル
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
本
市
で

は「
高
松
市
中
小
企
業
等
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
事
業
補

助
金
」の
交
付
や
、
民
間
企
業
と
連
携
し
た
情
報

発
信
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
支
援
を
行
って
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
近
年
は
、
大
企
業
の
み
な
ら
ず
、サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
中
小
企
業
等
に
お
い
て

も
、サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
事
案
が

増
加
し
て
お
り
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
取
組

み
は
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
重
要
に
な
っ
て
い
る
も

の
と
存
じ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、
中
小
企
業
等
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
資
す
る
国
の
制
度
等
に
つい
て
情
報

提
供
を
行
う
ほ
か
、
高
松
商
工
会
議
所
等
と
連
携

し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
人
材
の
育
成
な
ど
、
市
内
中
小
企
業
等
の
デ

ジ
タ
ル
化
支
援
に
向
け
た
施
策
に
つい
て
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

  

情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て

　

 

子
供
た
ち
が
ト
ラ
ブ
ル
に
直
面
し
た
際
に
適
切

な
行
動
が
取
れ
る
よ
う
、情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
お
い

て
、児
童
生
徒
等
へ
の
周
知
啓
発
を
、よ
り
一
層
充

実
さ
せ
る
考
え

　

 

本
市
に
お
い
て
は
、
情
報
モ
ラ
ル
出
前
授
業
を

始
め
、保
護
者
への
啓
発
パ
ン
フ
レッ
ト
の
配
布
な
ど
、

AA QQ

AA

12
月
定
例
会（
抜
粋
）

質
問
お
よ
び
答
弁
の
概
要

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、ト
ラ
ブ
ル
に
直
面
し
た
際
に
適

正
な
行
動
を
と
る
た
め
に
は
、日
々
、
悪
質
・
巧
妙

化
す
る
手
口
に
つ
い
て
、
最
新
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を

知
り
、
対
応
が
困
難
な
場
合
に
は
、
少
し
で
も
早

く
、
身
近
な
大
人
や
友
だ
ち
に
相
談
で
き
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
存
じ
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、香
川
県
警
察
サ
イ
バ
ー

犯
罪
対
策
課
の「
香
川
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」や
総
務
省
の「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
集
」な
ど
の
最
新
の
情
報
を
、
情
報

モ
ラ
ル
出
前
授
業
の
教
材
や
、
保
護
者
向
け
パ
ン
フ

レッ
ト
等
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
相
談
窓
口
を
含

め
た
、よ
り一層
の
周
知
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

QQ

令和5年度

議会中継の動画を
ご覧になれます。↑

裏面に続きます。
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Colum
コラム

災
害
に
対
し
て
は
、

日
頃
か
ら
の
備
え
が

重
要
で
す

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」の

発
災
を
踏
ま
え
て
、
今
一
度
の
ご
確
認
を

　
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
、
救
援
任
務
中
の
事

故
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
海
上
保
安
庁
の

職
員
の
方
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
大
規
模
な
損
傷
な
ど
、

著
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、一
刻
も

早
い
復
興
を
願
う
と
と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た

る
支
援
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国
か

ら
の
息
の
長
い
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
に
対
し
て
は
、
日
頃
か
ら
の

備
え
が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
、
防

災
情
報
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
別
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
を
ま
と
め
た「
た
か
ま
つ
防
災

マ
ッ
プ
」や
、
洪
水
や
土
砂
災
害
、
高
潮
な
ど

の
災
害
種
別
ご
と
の「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
地
域
や
ご
家
庭
に
お
け

る
防
災
活
動
や
災
害
対
策
に
活
用
く
だ
さ
い
。
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本
市
で
は
、
高
松
市
の
未
来
を
担
う
若
者
の
定
住
を

促
進
す
る
た
め
、
大
学
等
を
卒
業
後
に
高
松
市
内
の
中

小
企
業
等
に
勤
務
す
る
方
が
在
学
中
に
借
り
入
れ
た

奨
学
金
の
返
還
額
の一
部
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
以
降

に
就
職
す
る
方
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で「
高
松
市

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
補
助
金
」を
交
付
し
ま
す
。

補
助
額

　

最
大
60
万
円（
年
間
20
万
円×

3
年
間
）

事
前
申
込

●
第
１
期
募
集
期
間

　
　

令
和
6
年
5
月
頃
、
受
付
開
始
予
定

　

※

定
員
40
名（
先
着
順
）

●
第
２
期
募
集
期
間

　
　

令
和
6
年
10
月
頃
、
受
付
開
始
予
定

　

※

定
員
10
名

　
　
（
応
募
が
10
名
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

　
本
市
が
、
将
来
に
わ
た
り「
活
気
に
あ
ふ

れ
持
続
可
能
な
高
松
」で
あ
る
た
め
の
条
件

の一つ
と
し
て
、「
充
実
し
た
雇
用
に
よ
り
若

者
か
ら
選
ば
れ
る
高
松
」で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
企
業
誘
致
補
助
制
度
の
充
実
に
よ
る
企

業
誘
致
・
設
備
投
資
・
新
規
雇
用
の
促
進
や
、
市
内
企
業
や

学
生
の
積
極
的
支
援
に
よ
る
、
企
業
の
人
材
確
保
と
学
生
の

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
な
ど
の
取
組
み
を
更
に
強
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
奨
学
金
返
還
支
援
は
、
市
内
中
小
企
業
側
の
人
材
確
保
や

人
手
不
足
の
解
消
、
学
生
側
の
奨
学
金
返
還
の
負
担
軽
減
に

よ
る
将
来
設
計
の
充
実
な
ど
に
も
つ
な
が
る
、
双
方
に
と
っ

て
極
め
て
有
効
な
支
援
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
当
該
制
度
の
効
果
が
最
大
限
生
か
さ
れ
る
よ

う
、
対
象
者
へ
の
周
知
も
含
め
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
す
。

◎次回の発行は5月の予定です。皆さまのご支援、ご協力よろしくお願いいたします。

高
松
市 

奨
学
金
返
還
支
援

若
者
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
支
援
！

香川県浸水想定図
南海トラフ地震
（最大クラスの地震）

高松市防災マップ

事
前
申
込
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、令
和
6
年
2
月

中
旬
公
開
予
定
。
制
度
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

下
記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
チ
ラ
シ
、交
付
要
綱
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

お問合せ先
高松市役所 政策課 奨学金返還支援制度担当
TEL 087-839-2143
E-mail seisaku@city.takamatsu.lg.jp

ひとこと


